別記　様式第3号
五戸町の未来を創る起業支援金　事業計画書

１．申請者情報
	氏　　名 (ふりがな)
	
	生年月日
	　　　　年　　月　　日（　　歳）

	連 絡 先
住 所 等
	〒　　　－　　　　

	
	TEL
	
	FAX
	

	
	Email
	



２．起業概要
	事業内容
	

	業　　種
	日本標準産業分類中分類　業種名：


	本事業実施に係る
許認可・免許等の必要性
	☐必要　　　☐不要（該当に✓）
　※必要な場合　取得（見込み）時期　　　　年　　月頃

	
	　　許認可・免許等名称


	フランチャイズ契約の締結を伴う事業か　　　　☐はい　　　☐いいえ（該当に✓）

	開業・法人等概要
	開業届出日・法人等設立登記日
　　　　　　年　　月　　日

	
	屋号・法人名等


	
	事業形態
☐個人事業　　　☐株式会社　　　☐合同会社　　　☐合名会社
☐合資会社　　　☐特定非営利活動法人
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（該当に✓）




	主たる事業所の所在地
	〒　　　－　　　　



	役員・従業員数等
	合計：　　　　　　名
（内訳）①役員等：　　　名　②従業員：　　　名
　　　　③パート・アルバイト：　　　名

	資本金
※法人の場合のみ
	　　　　　千円（内大企業からの出資：　　　　　　　千円）

	専業・兼業の別
※個人の場合のみ
	☐本事業が専業　　☐本事業は兼業又は副業（該当に✓）

※兼業又は副業の場合は他方の事業を明記
他方の事業：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



３．雇用計画
	１年目
	フルタイム　　　人　　　　パートタイム　　　人

	　年目
	フルタイム　　　人　　　　パートタイム　　　人

	　年目
	フルタイム　　　人　　　　パートタイム　　　人


※事業に従事する人数を計上。株主などで事業に直接従事しない者は含まない。
　また、２年目以降で雇用を増やす見込みがある場合は、何年目かも併せて記載すること。

４．事業の見通し（月平均）
	
	起 業 当 初
	令和　　年
 　　月頃※²
	売上高、売上原価（仕入高）、経費を
計算した根拠をご記入ください。

	売上高①
	万円
	万円
	

	売上原価②
（仕入高）
	万円
	万円
	

	経費
	人件費※¹
	万円
	万円
	

	
	家　　賃
	万円
	万円
	

	
	支払利息
	万円
	万円
	

	
	そ の 他
	万円
	万円
	

	
	合 計 ③
	万円
	万円
	

	利　　　益
①－②－③
	万円
	万円
	


※¹　個人事業主の場合、事業主分は含めません。
※²　1年後又は軌道に乗った後の事業の見通しをご記入ください。 


５．交付金制度活用動機（起業動機）
	


※なぜ五戸町内で起業することにしたか、また、事業の実施をとおしてどのように地域経済の活性化(産業振興・雇用拡大)に寄与できるかに触れ、記入してください

６．申請者の略歴等
	学 歴

職 歴
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	
	　　　　年　　月
	

	[過去の事業経験]
☐事業を経営していたことはない
☐事業を経営していたことがあり、現在もその事業を続けている
　（⇒事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐事業を経営していたことがあるが、すでにその事業をやめている。
　（⇒事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　（⇒やめた時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


別記　様式第1号

反社会勢力でないことの表明・確約に関する同意書

五戸町長様

　私は、次の１若しくは２の各号のいずれかに該当又は１に基づく表明・確約に関して虚偽の申告があった場合は、貴町への申込み及び決定が取消されても異議申し立てをいたしません。
　また、これにより損害が生じた場合でも、一切の責任が私に帰属するものといたします。

１．五戸町との取引に際し、現在、次の各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約いたします。
（１）暴力団
（２）暴力団員等（暴力団員及び暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。）
（３）暴力団準構成員
（４）暴力団関係企業
（５）総会屋等
（６）社会運動等標ぼうゴロ
（７）特殊知能暴力集団等
（８）前各号に掲げる者と次のいずれかに該当する関係にある者
ア　前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営を支配していると認められること。
イ　前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営に実質的に関与していると認められること。
ウ　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって前各号に掲げる者を利用したと認められること。
エ　前各号に掲げる者に資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められること。
オ　その他前各号に掲げる者と役員又は経営に実質的に関与している者が、社会的に非難されるべき関係にあると認められること。

２．自ら又は第三者を利用して次の各号に該当する行為を行わないことを確約いたします。
（１）暴力的な要求行為
（２）法的な責任を超えた不当な要求行為
（３）取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
（４）風説を流布し、偽計若しくは威力を用いて貴町の信用を棄損、又は業務を妨害する行為
（５）その他前各号に準ずる行為

３．上記に関して不法行為があった場合は法的措置（民事・刑事）を講じられても構いません。

４．表明・確約の内容を調査するために、五戸町が警察・法務局等各関係機関に照会して構いません。

　　　　年　　月　　日


　　住　　所
印


　　氏　　名

別記　様式第2号

誓　　約　　書

五戸町長様

　私は、五戸町へ五戸町の未来を創る起業支援金交付申請するのに当り、虚偽の申請、虚偽の事業執行等不正行為は行いません。
　万一、五戸町から虚偽の申請、虚偽の事業執行、報告等不正行為と判断された場合は、一切私の責任とし、故意、過失にかかわらず、決定の取消し、交付助金の返還、損害賠償金の支払い等五戸町の指示に全て従い、異義申し立てをいたしません。

　　　　年　　月　　日


　　住　　所
印


　　氏　　名


